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１ 研究目的 
"ブックサーフィン"は泉ら（泉，2014; 泉・宮元，2013）が開発した、図書館で行うワー
クショップであり、本と本を連想によってつなぐ中で参加者間の対話と知の創発を促すこと
を狙いとしている。さらにその背景として、良書（内容重視）主義や多読・完読・精読、個
人の沈黙的活動といった従来の読書観や読書活動の型を「まなびほぐす」（佐伯，2012）とい
う狙いも視野に入れている（詳細は泉(2014)を参照）。 
ブックサーフィンでは、各自が選んで持ってくる本が既読か未読かを問わないので、普
段の読書の量や質、知識量、年齢等を問わずどんな人でも参加でき、選ばれた本が人と人
との対話を促し、誰に対しても本への新たな関心を拓く効果が開発当初より期待されてい
た。しかしながら、これまで本ワークショップを開発・実践してきた我々も主に大学生も
しくは大学院生のみという比較的同質な参加者集団によるワークショップしか実施して
来なかった。多様な世代や立場の参加者によるブックサーフィンを行うことで、本を媒介
とした対話がより多く生まれ、それを通して読書への関心はもとより、知的発見や、人間
関係の構築が生じるのでないだろうか。このことが確認されれば、このワークショップを
大学のみならず、各種学校図書館や地域の図書館において展開し、図書館の利用増に加え、
利用者相互の関係づくりにも役立てることができるであろう。 
そこで、本研究では、同質性の高い参加者集団と世代や社会的立場に多様性のある参加
者集団でブックサーフィンを実施し、本のつながり方や活動中のコミュニケーション様態
を比較し、このワークショップが多様な参加者の間にどのような対話と知を生み出す可能
性を秘めているかを探ることを目的とする。 
 
２ 研究方法 
【概要】 
大学図書館を会場として、まず、①同質性の高い集団として同じ大学の学部学生５人を
参加者としてブックサーフィンを行い、その活動を記録する。②次に、多様な社会的立場、
年齢層からなる参加者５人をセッティングしてブックサーフィンを行い、活動を記録する。
この際、①に参加した大学生参加者１名を②にも参加者として加える。③ブックサーフィ
ン終了後、両ワークショップに参加した大学生には双方での経験や学びの共通性と差異に
ついて詳しく語ってもらう。これらの記録をもとに両ワークショップの比較を行う。 
ブックサーフィンの基本手順は次の通りである。1)床上の中央に置かれた１冊の本に何
らかの点で関連する本を各参加者が図書館書架から１冊ずつ選び、２冊をつなぐことばを
短冊状の紙に記して床上につなぐように配置する。2)自分が持ってきた本以外の本に関連
する本を再び図書館書架から選び、同様につなぎの言葉を記してつなげる。このワークの
間で参加者間の自由な対話を促す。3)これを数ラウンド繰り返し、床の上に本のウエブ状
マッピングを広げ、本の意外なつながりと未知の本の発見を参加者同士で楽しむ。 
【日時・会場】 
 第１回：平成 27 年 8 月 3 日（月）16 時 30 分～18 時。第２回：平成 28 年 2 月 21 日（日）
14 時～16 時。いずれも兵庫教育大学１階 PAO セミナーエリアを会場とした。ここは協同学
習を含む多様で自由な形態での学習が可能な共有空間（ラーニングコモンズ）であり、発
話が許容されている。当日もワークショップ参加者以外の利用者が学習や読書をしていた。 
 本図書館は、２階、１階、地下階からなり、主な開架書架は２階と１階にある（地下は
集密書庫として学術誌等が配架）。教育大学の附属図書館であるため、学術書しかも教育分
野の書籍（日本十進法分類 370 番台）の分量が多いものの、0 番台から 900 番台まで一通り
取り揃えられており、各書棚は通路側に分類カテゴリのラベルが表示されている。また、
１階と２階に蔵書検索用ＰＣが数台設置されている。会場となったラーニングコモンズの
フロアにも書棚があり、新着図書、話題図書、文庫・新書、雑誌等のコーナーがある。 
【参加者・ファシリテータ】 
 表１に記したように各回５人ずつが参加した。第１回目の参加者はいずれも兵庫教育大
学の学部生であった。いずれの回も参加は第２、第３著者が個別に、研究を兼ねたワーク
ショップへの参加を勧誘し集めた。このうち、イニシャルＨＦは両回に参加しており、第
２回目のワークショップの約１週間後に 40 分ほどのインタビューを行った。 
 ファシリテータは両回とも第１著者が行った。第３著者は記録を行いつつ、必要に応じ
て参加者が本を探索する際の補助等に当たった。 
 
表１ ワークショップの参加者 （波括弧で括った２名は、知人の間柄であった） 
ワークショップ イニシャル 性別 学年(第 1 回)／年代(第 2 回） コース(第 1 回)／社会的立場(第 2 回) 
第１回 ＯＧ Ｍ 学部 4 年 社会系（地理） 
 
(H27.8.3) ＮＺ Ｍ 学部 4 年 芸術系（美術） 
 
 
ＡＹ Ｆ 学部 4 年 生活健康系（家庭） 
 
 
ＩＢ Ｆ 学部 1 年 学校心理系 
 
 
ＨＦ Ｍ 学部 3 年 学校教育系 
 
      第２回 ＫＢ Ｆ 50 代 大学教員（心理学） 
 
（H28.2.21） ＡＮ Ｍ 10 代 小学生（6 年） 
 
 
ＹＭ Ｆ 50 代 主婦 
 
 
ＨＤ Ｍ 30 代 日本語教師 
 
  ＨＦ Ｍ 20 代 大学生（3 年）   
  
【手続きと記録】 
 参加者が集まり全員着席したことを確認し、研究のためのデータ収集と公表、また撮影
への同意を書面で取り付けた。参加者の自己紹介の後、ファシリテータがブックサーフィ
ンの説明と例示を行い、第１ラウンドを実施した。最初にファシリテータが中央に置く本
は、いずれのワークショップでも絵本『ぐりとぐら』（なかがわりえこ／おおむらゆりこ，
福音館書店）とした。参加者はこの本に何らかの点でつながりうる本を、図書館のあらゆ
る書架から選んで持ってくる。既読（知）・未読（知)を問わず、どのような本をどのよう
な観点で関連づけてもよいことを強調し、制限時間を特に設けないことを告げた。参加者
は帰ってくると、短冊状の白色の厚紙（9cm×35cm）にペンでつなぎの言葉を書き、中心本
を取り囲むように放射状に配置した。先に帰って来た参加者は、全員が集まるまで待つこ
とになるが、ファシリテータは適宜、本を読んでもかまわない旨を告げた。５人全員が集
まった所で、各参加者がどのような本をどのようにつなげたかを玩味した上で、各自にそ
の本を選んだ理由や本をどのように探したか等を語ってもらった。ここまでを１ラウンド
として、３回繰り返した。２ラウンド目以降は、自分が持ってきた本以外の本につながる
本を持ってくることを条件とした。３ラウンドが終わった後で、全員でワークショップ全
体の振り返りと気づきの共有を行い、最後にアンケート調査に記入をして終了とした。 
ワーク中の様子は２台の固定ビデオと１台の手持ちビデオで録画したが、全ての参加者
一人一人の図書館内での探索・選書活動を記録することはできなかったため、主にワーク
ショップ会場のエリアでの様子が記録された（参考のため、各参加者には事後に図書館の
フロアマップを渡して自分が歩いた場所を記入してもらった）。活動中の記録のうち、各ラ
ウンドでの参加者の発話、振り返り時の発話は文字に起こした。 
アンケート調査の内容は次の通りであった。①一月あたりの読書量、②一週あたりの図
書館利用頻度、③本ワークショップの楽しさ（1-5 点）、④ワークでの本選びの難易（1-5;
難が 5 点）、⑤本ワークショップがためになったか（1-5 点）、⑥活動の中で読みたい本が出
てきたか（複数列挙可）、⑦普段の本の探し方（選択肢を挙げ、複数回答）。⑧本ワークシ
ョップに参加しての感想（自由記述）。 
 
３ 結果 
１）アンケート調査から参加者のワークショップについての評価 
 アンケート中で５段階評価を行った、「楽しさ」、「本選びの難易」、「ためになった」度合
いについてワークショップ毎に５人の平均値を求めたところ、「楽しさ」については、第１
回4.6(SD 0.5)、第２回4.6(SD 0.5)。「本選びの難易」については、第１回2.8(SD 1.0)、
第２回2.6(SD 0.8)。「ためになった」については、第１回4.4(SD 0.5)、第２回4.4(SD 0.8
)と、両グループでほとんど差が見られなかった。この評価は満点が5、中点が3であること
から、参加者達は全般にブックサーフィンというワークショップを楽しく、ためになった
と感じ、また課題である本選びにあまり困難を感じなかったことがうかがわれる。 
 
２）本の探索（本選び）にかかった時間 
 ラウンド毎にファシリテータが探索開始の合図をしてから、それぞれの参加者が本を選
んで会場に持ち帰るまでの時間を秒単位で測定した。その結果を表２と図１に示した。学
生のみから構成された第１回グループに比べ、第２階グループの方が全体的に探索にかか
る時間が長く、分散（個人差）も大きかった。図表より一見して明らかな差違があるよう
に見えるが、統計的には２要因分散分析の結果、群（ワークショップ）間の主効果、ラウ
ンド間の主効果、ならびに交互作用は認められなかった（群間でF(1,8)=3.5, p<.1）。 
 
表２ ラウンド毎の参加者の本探索時間（秒）   
    ラウンド１ ラウンド２ ラウンド３ 
第１回 
平均 393.2 319.4 447.4 
SD 119.1  143.8  181.0  
最長／最短 612/ 286 595/ 172 715/ 185 
第２回 
平均 636.4 742.0 493.4 
SD 379.3  262.0  209.6  
最長／最短 1302/ 270 1129/ 439 903/ 358 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３）ブックマップ 
２回のワークショップで、５人の参加者が３ラウンド行ったので、全部で30冊の本が選
ばれ、配置されたことになる。その本をつなげてウエブ状のマッピングを展開し、つなが
りの連鎖を味わうことが、本ワークショップの趣向である。以下に同じ本『ぐりとぐら』
を出発点として描き出された２回のブックマップ図を示す（図２ならびに図３）。第１ラウ
ンドでは、どちらも『ぐりとぐら』のよく知られた内容・特色が踏まえられ、「絵本」「ね
ずみ」「料理」といった観点からの探索が見られる点は比較的共通であったが、第２ラウン
ド以降は様相が大きく異なり、結果として、両ワークショップを通して同じ本は１冊も選
ばれなかった。ブックサーフィンの創発性をよく表すものと言えよう。 
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４）選ばれた本と接続の様相 
２回のワークショップにおいて、参加者によって選ばれた全ての本とその接続の様相、
そして、その本の選び方に関する参加者自身によるコメントを表３、表４にまとめた。 
 
表３  第１回ブックサーフィンにおける全ての本の接続と参加者自身のコメント 
ラウ
ンド 人 接続元の本 つなぎのことば 接続先の本 本の選び方に関するコメント 
1 ＯＧ 
ぐりとぐら 
(726.5) 
たまご 
たまごでつくる 
(596) 
ぐりとぐらは卵でカステラを作っていたので。 
1 ＮＺ 
ぐりとぐら 
(726.5) 
二匹のねずみ 
ねずみのすもう 
(726.5) 
（絵本コーナーで）「おむすびころりん」とこ
れを見つけてどちらにしようかと思ったが、ぐ
りとぐらが二匹のネズミの会話で始まってい
るので、「二匹」の方にした。 
1 ＩＢ ぐりとぐら 
(726.5) 
人間がでてこな
い絵本 
さるかにばなし 
(726.5) 
誰かがネズミを持って行くのが見えたので、ネ
ズミにかぶらないもので、（絵本コーナーにあ
った）さるかにばなしを見て、登場人物が全部
動物だというのが共通していると思った。 
1 ＡＫ 
ぐりとぐら 
(726.5) 
ねずみとねこの
関係 
こねこ 
(726.5) 
ネズミと見た瞬間に、ネコが思い浮かんだの
で。 
1 ＨＦ 
ぐりとぐら 
(726.5) 
カステラ 
お菓子の基本 
(596) 
ぐりとぐらはカステラを作るということで。 
2 ＯＧ 
お菓子の基本 
(596) 
長崎 
 
長崎日記／下田日
記 
(210.58) 
お菓子でカステラとあったので、カステラとい
えば長崎なので、長崎に関係した本を探した。 
2 ＮＺ 
たまごでつくる 
(596) 
食べ方（食育） 
食育・食農教育のた
めの実践テキスト 
(374.97) 
この本（「たまごでつくる」）を見た時に「食
べ物教室」って書いてあったので、食育的なメ
ッセージの側面があるのかと思って、そういう
本を探した。 
2 ＩＢ 
こねこ 
(726.5) 
動物の子どもの
本 
こいぬがうまれる
よ 
(726.5) 
「こねこ」は最初はネコの図鑑のような本かと
思っていたが、（中を見てみたら）子猫の育て
方や感情などについて書かれていたので、そこ
から動物の子どもが生まれるというこの本の
内容があっていると思った。 
2 ＡＫ たまごでつくる 
(596) 
表紙が卵だった 家庭料理 
(596) 
卵は料理の中心でよく使われるものだから、パ
ッって取ったら表紙が卵だったので、ビビッと
来た。 
2 ＨＦ たまごでつくる 
(596) 
たまご 卵はなぜ卵形か 
(410.4) 
卵で本を探していて、たまたま本棚の中に卵と
いう文字が見えたので、手に取ってみたら数学
っぽい話しで、面白いと思ったから。 
3 ＯＧ さるかにばなし 
(726.5) 
カニ→鳥取 
郷土資料事典 鳥
取県 
(291.08) 
「さるかに」のかにと言えば鳥取のあたりかな
と思って持ってきた。はじめは城崎で探そうと
したのだが、城崎の本が見当たらなかったので
鳥取にした。 
3 ＮＺ 
長崎日記／下田
日記 
(210.58) 
日記 
土佐日記 
(918) 
日記って聞いた時にすぐに「男もすなる日記と
いうものを」という土佐日記の冒頭部分が頭の
中に出てきたから。 
3 ＩＢ 
長崎日記／下田
日記 
(210.58) 
長崎（旅行） 
 
長崎・ハウステンボ
ス 
(291.093) 
長崎つながりの本を見つけたくて、ちょっと旅
行の方に発展させようと思った。 
3 ＡＫ ねずみのすもう 
(726.5) 
相撲 相撲入門 
(788.1) 
相撲だから 
3 ＨＦ 
さるかにばなし 
(726.5) 
絵本 
100 冊の絵本と親子
の 3000 日 
(019.53) 
今回は特に何について探そうとは思わず、ふら
ふらしているうちに関連のあるものを見つけ
ようと思っていたら、たまたまそこの出ている
スペース（エントランスの展示コーナー）に絵
本とかあったので、そういえばこちら側の本が
少なかったなと思ってピックアップした。 
※本の題名の下の括弧内は十進法分類番号である。また、「本の選び方に関するコメント」欄は、参加者の
発言を研究者が要約したものを記している。 
 
表４  第２回ブックサーフィンにおける全ての本の接続と参加者自身のコメント 
ラウ
ンド 人 接続元の本 つなぎのことば 接続先の本 本の選び方に関するコメント 
1 ＨＤ 
ぐりとぐら 
(726.5) 
オノマトペ 
現代擬音語擬態語
用法辞典 
(814) 
中心本のぐりとぐらを読み、どのような表現が
使われているかを見たらオノマトペが多かっ
たので。 
1 ＡＮ ぐりとぐら 
(726.5) 
ねずみが主人公 
番ねずみのヤカち
ゃん 
(726.5) 
ぐりとぐらがネズミだったので。絵本コーナー
に行って、ねずみの本がないかと探していた
ら、この本を見つけた。この本は自分が小さい
ときに読んだことがある、思い出に残っている
絵本。昔読んだ本はたいがい忘れていっている
のだが、これだけははっきり覚えていたので、
この本がよいかと思った。主人公もネズミでつ
ながっているし。（先ほどの自己紹介の時に）
ぐりとぐらを小さいときに読んだという方が
多かったので。「小さいときに読んだ本という
ことで」つなげた。 
1 ＫＢ 
ぐりとぐら 
(726.5) 
創作 
わたしのパッチワ
ークキルト 
(594.2) 
「ぐりとぐら」を見て思いついた言葉が２つあ
った。１つは「ぐりとぐら」という音のリズム
感。歌いながら出かけられるような印象だった
ので、最初は音楽関係の書棚を当たった。でも、
それよりは（話の内容から）初めて大きな卵に
出会って、それをどうやって料理しようかと一
生懸命考えて作るという所に重きを置いて「作
る」っていうキーワードで技術・家庭関係の書
棚に探していった。 
1 ＹＭ 
ぐりとぐら
(726.5) 
ねずみと食べ物 
14 ひきのあさごは
ん(726.5) 
「ねずみ」で館内の検索用 PC で検索した。い
くつかキーワードがあった。本当は（絵本の中
で）他に思い浮かべていた本があったのだが、
絵本コーナーに行って探したら見当たらず、い
ろいろ見ている中でちょうどこの本があった
ので選んだ。食べ物にも関連しているのでちょ
うどいいと思った。 
1 ＨＦ 
ぐりとぐら 
(726.5) 
絵本 
さる・るるる 
(726.5) 
書架をぶらぶらしながら見つけたものでつな
がればよいと考えた。この本がインパクトがあ
ったので手に取り持ってきてからつなぐ言葉
を考えた。 
2 ＨＤ 
さる・るるる 
(726.5) 
動詞 
みんなの日本語 
(810.7) 
この本は「さる・みる」「さる・とる」などの
いろんな動詞が使われているから。 
2 ＡＮ 
14ひきのあさご
はん 
(726.5) 
あさごはん 
日本の朝ごはん（ふ
るさとの家庭料理
第 18 巻） 
(596.21) 
いろいろ本を見ていく中で、そういえば絵本に
朝ごはんという言葉があったなと思い出して、
朝ごはんをキーワードで本を探していた。この
本にはいろいろな地方の朝ごはんの写真と説
明が載っていたので、これでつなげられるかと
思って持ってきた。 
2 ＫＢ 
番ねずみのヤカ
ちゃん 
(726.5) 
環境と育児 
すばらしい子ども
たち：成功する育児
プログラム 
(599.9) 
本を読んだら、ねずみが借家住まいをしている
という設定。そこに長く住み続けられるように
親が子どもに、ひとつひとつ教え諭すという内
容だった。しかし、やかましいヤカちゃんが最
後には大活躍するという話。親は環境に応じた
子育てをしているが、子どもはなかなかいうこ
とを聞かない。しかし、それでも子どもは活躍
するという点で、「すばらしい子どもたち」 
2 ＹＭ 
番ねずみのヤカ
ちゃん 
(726.5) 
思い出の本（お
ぼえている） 
そらいろのたね 
(726.5) 
前回のＮ君の説明の中で、「番ねずみのヤカち
ゃん」は小さい頃によく読んだことを覚えてい
る本だと言ったのが印象に残ったので、自分に
とってのそういう本を探したいと思った。この
本は自分にとっては「ぐりとぐら」と同じぐら
い思い出に残っている本。本当は、（ぐりとぐ
らのように）多くの人にとって思い出に残って
いるような本を探したかったが、出てこなかっ
たので、この本にした。 
2 ＨＦ 
わたしのパッチ
ワークキルト 
(594.2) 
家庭科 
わたしたちの家庭
科：学習指導書セッ
ト 
(-1A7//59R4) 
Ｋさんの説明で「創作」という言葉出てきて、
その瞬間に思いついた。自分は教育大学生で、
複免で中高の家庭科を取ろうとしているので、
ぜひ、これを持ってきたいと強く思った。 
3 ＨＤ そらいろのたね 花 
花：美への行動と日
本文化 
(704) 
「そらいろのたね」の本を見たときに、動物と
花の絵がたくさん出てきていて、それが印象に
残ったので。 
     次ページに続く 
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ＡＮ 
 
みんなの日本語 
(810.7) 
 
日本語の意味 
 
日常語の意味変化
辞典 
(812.03) 
「みんなの日本語」は英会話の日本語版みたい
な感じだったので、本当は英会話の本を見つけ
てみようと思った。日本語というのは、言葉の
意味を知らないと使えないんじゃないかと思
ったので、この本を探した。この本は、昔から
その言葉はあったけれども、言葉の意味がだん
だん変わってきているという内容だったので、
面白いかなと思って選んだ。 
3 ＫＢ 
14ひきのあさご
はん 
(726.5) 
生きる 
自ら学ぶ意欲の心
理学 
(371.41) 
「14 ひきのあさごはん」を読むと、朝ご飯の
ために家族みなが協力し、役割分担をするとい
う内容だったので、「家族」みたいなテーマの
本を探したかった。しかし、よい本がなかった
ので方向を変えた。ご飯を食べるというのは、
生きることに通じる。そのために家族皆が協力
している。選んだ本の中にもそのようなことが
書いてあったので。 
3 ＹＭ 
すばらしい子ど
もたち：成功す
る育児プログラ
ム 
(599.9) 
怒りのコントロ
ール 
自分の「怒り」と向
き合う本 
(141.6) 
「すばらしい子どもたち」の中身を見ると、か
なり幅広く子育てのことが書いてあったが、そ
の中に、怒りとストレスへの対応のようなこと
が載っていた。実際、子育てをしていて自分に
とってのダメージは子どもを怒ってしまうこ
となので、この本がピッタリだと思った。 
3 ＨＦ 
そらいろのたね 
(726.5) 
そらいろ 
原色淡水魚類検索
図鑑 
(487.5) 
本の名前の「そらいろ」にひかれたことと、基
本的に今までのは中身に関してのつながりが
多いような気がしたので、（視点を）大きく変
えようと思った。 
 
・本と本のつながりの非凡度に関する評定 
それぞれのワークショップで産出された本と本のつながり（接続）対が、全体的により
平凡（普通、ありきたり）なものだったか、より非凡（独創的、ユニーク）なものだった
かを検討するため、ワークショップにまったく関与していない外部評定者２名に、ブック
サーフィンの趣旨・手続きを説明した上で、全30対の〔接続元本の題名―つなぎのことば
―接続先本の題名〕のデータをランダムな順序で呈示して、個別に平凡－非凡度を1～5点
の５段階で評定することを依頼した（点が高い方がより非凡）。その際、評定者に対して各
本の内容に関する説明はまったくしなかった。両評定者の評定値の相関はr=0.69であり、
相応の高さと見なして両者の平均値を各接続対の非凡度とした。１回目のワークショップ
で産出された15対のつながりの非凡度の平均は2.17（SD 0.97）、２回目のワークショップ
で産出された15対のつながりの非凡度の平均は3.07(SD 0.98)であった。ｔ検定の結果、２
回目のワークショップの方が１回目に比べて、本と本のつながり方の非凡度評定が有意に
高いことが認められた（t=2.43, p<.05）。 
・本を選ぶ際の内容の考慮度に関する判定 
 次に、上述の外部評定者２名に、上記〔接続元本の題名―つなぎのことば―接続先本の題
名〕のデータに加えて表２、表３にある「本の選び方に関するコメント」情報も提示し、そ
の上で本を選ぶ際に参加者が、ａ）本の内容を考慮して選んだか、ｂ）本の内容以外の要素
からの連想や印象から選んだかという二者択一の判定をしてもらった。この際も接続対の呈
示順はランダムとした。両判定者間の一致率は全体では73%(22/30)であったが、興味深いこ
とに、第１回目の15対では93%(14/15)とほぼ一致したのに対し、第２回目の15対では53%（8
/15）と半数に近い差違が生じた。そこで、２人が不一致だったものをｃ）判定不一致として
集計した結果、表５のようになり、統計的にも分布比の差異が認められた（χ2=7.07,  df=
2, p<.05）。 
 表５ 本を選ぶ際の本の内容の考慮に関する２名の評定者による判定結果 
   a 内容考慮（一致） b 内容以外（一致） c 判定不一致 
第１回 4 10 1 
第２回 4 4 7 
 
ここでいう、「内容考慮」の典型例を挙げると、表４のラウンド２にある『番ねずみのヤ
カちゃん』―『すばらしい子どもたち』対がこれにあたる。コメント内容を見ればわかるよ
うに、選定者は前書の内容を読んだ上で選んでいる。また、表３のラウンド１にある『ぐり
とぐら』―『たまごでつくる』もシンプルな理由だが前書の話しの内容を踏まえていること
がわかる。逆に「内容以外」の例としては、同じ表３のラウンド１の『ぐりとぐら』でも、
『ぐりとぐら』―『こねこ』（「ネズミと見た瞬間に、ネコが思い浮かんだので」）のように内
容というより表紙のキャラクターの絵から直に他の動物を連想したものや、表３のラウンド
３の『長崎日記／下田日記』―『長崎・ハウステンボス』のように表題の地名から連想した
もの、表４のラウンド３の『そらいろのたね』―『原色淡水魚類検索図鑑』（後書の本の表紙
が水色だった）といった題名中の言葉から本の表面特性へと展開したものなどが挙げられる。 
一方、２人の判定が不一致だった例を挙げると、たとえば、表４のラウンド２の『14ひき
のあさごはん』―『日本の朝ごはん』がある。「朝ご飯」は前書の絵本の内容に関わるもので
あるが、一方で題名から直につなげているようにも取れる。また、表４のラウンド１の『ぐ
りとぐら』―『わたしのパッチワークキルト』は、コメントから選定者が『ぐりとぐらの』
内容を読んで考えていたことは明白であるが、選定に直結するポイントで「作る」というキ
ーワードから、およそ前書の内容とかけ離れたテーマの本へと飛躍している。この辺が評定
者の判断が分かれた一因であろう。また、表４のラウンド１の『ぐりとぐら』―『現代擬音
語擬態語用法辞典』では、選定者は前書をその場で読んだ上で、表現様式としてオノマトペ
が多用されていることを見取り、後書を選んでいる。これを「内容の考慮」と判断するか否
かで判断が分かれたのだろう。 
 第２回目で判定者間の不一致が多かったことに曖昧さが残るが、ひとつ明らかに言えるこ
とは、第１回目の方が「内容以外」の連想で本を選ぶ傾向が強かった（と判断された）こと
である。判定者間の不一致は評定を依頼した研究者の説明・指示の曖昧さに一因があるだろ
うが、他方で、第２回目の方が第１回目よりもつながり方の「非凡度」（独創性）が高かった
ことやコメントの分量が総じて多かったことを考慮すると、そもそも第２回目の方が参加者
のつなげ方がより多義的で創造的だったからこそ、判断に幅が生じたとも考えられる。 
 
５）参加者の発話やインタビューから 
第１回のグループでは、つなぐ本の選び方に関して次のような発言が見受けられた。  
「卵は料理の中心でよく使われるものだから、パッって取ったら表紙が卵だったので、ビビッと
来た」（ＡＫ） 
「卵で本を探していて、たまたま本棚の中に卵という文字が見えたので、手に取ってみたら数学
っぽい話しで、面白いと思ったから」（ＨＦ） 
「今回は特に何について探そうとは思わず、ふらふらしているうちに関連のあるものを見つけよ
うと思っていたら、たまたまそこの出ているスペースに絵本とかあったので」（ＨＦ） 
このように、このグループでは「ビビッと来た」「たまたま」「ふらふら」など、表面的、
直観的に本を選び、つなぐ傾向がみられた。 
一方、先に述べたように第１回と比較して、多様な参加者による第２回のワークショップ
の方が、本の内容を考慮したつなぎ方が多かったことが示唆されたが、 
「この本は自分が小さいときに読んだことがある、思い出に残っている絵本。昔読んだ本はたい
がい忘れていっているのだが、これだけははっきり覚えていたので、この本がよいかと思った」
（ＡＮ） 
というように、強いこだわりをもって本を選び、つないだ参加者も見られた。 
 また、第１回、第２回の両ワークショップに参加したＨＦへの事後インタビューからも、
第２回において特に自分の専門分野の本を紹介したい、見てほしいというメッセージ性を込
めて本を選んでいたことが明かされた。 
Ｑ．本を選ぶに当たって、他のメンバーに何か伝えようと思ったということは？ 
ＨＦ：２回目の２巡目の家庭科の本は、自分が副免で家庭科を取っていることから、他の人たち
に紹介したい、見てほしいという気持ちが働いた。 
２回目の３巡目はこういう探し方（内容ではなく外観）もあるのではないかということを
示したかった。 
 
４ 考察 
本研究では、ブックサーフィンが参加者の間にどのような対話と知を生み出す可能性を秘
めているかを探ることを目的としていた。以下では、「つながり」と「発見」を軸に考察をし
たい。 
・人とのつながり 
読書活動の多くは個人で行うものが多いが、今回のワークショップでは、他の人の行動や
発言が自らの本の選び方に影響を及ぼしたと考えられるものも散見された。それはグループ
の同質性・多様性によらず、両グループにおいて見られた。 
「誰かがネズミを持っていくのが見えたので、ネズミにかぶらないもので」（第１回ＩＢ） 
「Ｋさんの説明で、『創作』という言葉が出てきて、その瞬間に思いついた」（第２回ＨＦ） 
「前回のＮ君の説明の中で、『番ねずみのヤカちゃん』は小さい頃によく読んだことを覚えてい
る本だと言ったのが印象に残ったので、自分にとってのそういう本を探したいと思った」（第２
回ＹＭ） 
ブックサーフィンというワークショップの構造自体が、参加者たちに様々な本との出会い
を促すように仕組まれているのであるが、以上のように他者との関わりや対話を通しても、
新たな発見や本との出会いが生まれたことがわかる。 
・図書館オリエンテーションとして 
これまで、ブックトークなど本の内容を考慮した読書活動が盛んに行われてきた。しかし、
第１回ブックサーフィンが特にそうだったように、本の内容以外の要素からの連想や印象に
より本をつなげていく活動の中でも、「読みたい本」は発現している。加えて、その読みたい
本の多くは、その場にいる誰も読んだことがなかった本であったり、必ずしも自分が持って
きた本でなかったことは興味深い。 
そして、今回のワークショップの感想で多く見られたのが、 
「本を探しているうちに普段は行かないコーナーに足を運び知らない本に触れることができま
した」（第１回ＯＧ）、 
「自分の目的以外の興味のない本まで探せることができた」（第２回ＡＮ）、 
「普段はしないような本の探し方をして、こういう探し方もあるんだなということを発見できて、
今後またこのような探し方をしてみようと思いました」（第２回ＨＤ） 
のような、図書館にある見たことのない書棚やコーナー、本の探し方の発見である。 
それは以下のインタビューにも見て取れる。 
Ｑ．１回目と２回目で、本を探す場所（領域）、探し方、選び方などに違いはあったか？ 
ＦＨ：１回目は今までの本の探し方の既成概念があったので、パソコンで検索するといった型に
はまった探し方をしていたが、それを繰り返すうちに、自分もいろいろな探し方や図書館
の巡り方を試した。 
全般に、自分の専門としている教育系以外でというようなことを特に考えていたわけで
はなかったが、２回目の最後では、奇をてらって違うところ（普段行かない所）から持
ってこようと意識して、場所を選んだ。 
Ｑ．本を選ぶに当たって、他のメンバーに何か伝えようと思ったということは？ 
ＦＨ：１回目の方は、つなぎの言葉自体というよりも、探し方が人それぞれ違うということをす
ごく思った。毎回それぞれが探し方を述べていたり、他の人がやっていたから、それでは
自分はこんな探し方をしようと（次に言うために）試したり、他の人とかぶらないように
したり。 
このように、グループの同質性・多様性を問わず、自分にとっての新たな書棚や本の発見
が見られた。読んだことのない本でも使用できたので、結果として図書館を巡り歩くことに
なった。また、ＰＣを利用して本を探す参加者やふらふらと歩き回って本を探す参加者など、
様々な探し方を各フェイズで共有できること、図書館内でお互いの探索行動を見かけること
を通して、多様な本の探し方を知ることとなった。このことからブックサーフィンの図書館
オリエンテーションとしてのすぐれた側面が改めて浮き彫りになったと言えよう。 
 
５ まとめ 
 今回の研究では、グループの同質性・多様性の違いにより、本のつながり（連想）の非凡
さや、本の内容を考慮したつながりといった個々人の「選び方・つなげ方」にある程度の差
違が見られた。しかし、参加者間の自発的な対話や交流のあり様について言えば、一見して
わかるような大きな差異は観察されなかった。これに関しては、何をもってグループを同質、
多様と見なすのかという点についての再考も必要であろう。また「研究」という制約のため、
ファシリテータが参加者間の対話や交流の第一歩をイニシエートするような介入を控えたこ
とにも一因があるかもしれない。ただ、ワークショップ後のアンケートの自由記述欄に次の
ように記した参加者がいた。 
ぐりとぐらから始まったが、それだけでも興味関心を持つ所がそれぞれバラバラで、それがどん
どんつながっていったので、その人の性格とか人柄みたいなものも見えてくるのかと思った。こ
れをきっかけにふだん行かないようなコーナーにも行けたので、こんな本があったんやという図
書館の発見もあった。（第１回ＯＧ） 
持ってきた本人がその本を読んでいなくとも、本はその人を表すものとなりうる。「新た
な人間関係の構築」に至らずとも、本と本をつなぐことで、他者の性格や人柄を感じ取るこ
とはできたと言えよう。今後は、ファシリテータとして、本と人をつなぐような言葉かけや
問いの設定を考え、本を通じての知的発見や人間関係の構築が促進できるような活動の展開
を模索していくことが必要だと考える。 
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